
 

 

  

 
 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  
 

 

 

 

 

 

 

「ご卒業おめでとうございます」 
 

 中高時代を男子校で過ごした感想はそれぞれ違うこと

でしょう。しかしながら、貴重な経験となったことは間違

いありません。藤嶺台で出会った仲間たちを今後も大切に

してください。 

 先日、卒業生２名が中学校の職員室を訪れてくれまし

た。その２名の生徒は、「６年間ありがとうございまし

た。中学時代はご迷惑ばかりおかけしてすみませんでし

た」と、感謝の気持ちを私に伝えに来てくれたのです。立

派に成長してくれた姿に目頭が熱くなってしまいました。 

 藤嶺での茶道教育を通して育んだ心は、これからの皆さ

んの人生をしっかりと支えてくれるはずです。そして、多

くの人から応援される青年になってください。健闘をお祈

り致します。 

（中学教頭 廣瀨 政幸 先生より） 

 

３
月
１
日
講
堂
に
て
第
76
回
卒
業
証
書
授
与
式
が
挙
行
さ
れ
る
。
直

前
に
先
生
方
か
ら
卒
業
生
へ
の
贈
る
言
葉
を
寄
せ
て
頂
い
た
。
卒
業
生
の

先
輩
方
ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 
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元気が出る名言集 
 
 これからの人生の中で、大きな試練に遭遇したり、大きな壁に

ぶち当たったりすることが必ずあります。そんな時に心強い存在

になるかもしれない以下の名言を卒業にあたり贈ります。 

・明日のことを思い煩うな。明日は明日でまた悩むのだから、二 

 度も同じことに戸惑う必要はない。 

・裏切りたくない、誰よりも自分を。見捨てたくない、一生背負 

 わなければならない自分という存在を。 

・降りかかった困難を避けるものは「下」。降りかかった困難を 

  克服するものは「中」。降りかかった困難に自ら立ち向かい打 

 ち克つものは「上」。 

・何より輝かしい栄光は、一度たりとも失敗しないことではな 

 く、失敗するたびに立ち上がることだ。 

・毎日生意気になってやろう、大言壮語も吐いてやろう、最後に 

 笑って見せよう、主役を思い知らせてやろう。 

・努力した者が成功するとは限らない。しかし成功した者は皆 

 努力している。        （事務長 荒 生朗 先生より） 

                                            
「すべてのことに意味がある」 

 
 高校３年生１３４名の皆さん、ご卒業おめでとうございます。この３

年間いろいろな経験ができたと思います。さて、藤嶺藤沢への入学や私

との出会いは単なる偶然ではありません。必然なのです。すべてのこと

にそれぞれ必ず意味があると思っています。これから出会う人や出来事

も君たちに必要であり、必然なのです。これらすべてのことに感謝し、

意味を見出して、自分を高めていってください。これからの活躍に大い

に期待しています。        （学年主任 西山 正宏 先生より） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「あるべきようは」 
 

 高校３年生の皆さん、卒業おめでとうございます。皆さんの学年は、

中学３年生の４月～５月に「全国一斉休校」を経験し、引き続くコロナ

禍により中３夏の運動部の大会がすべて中止となった世代です。高校入

学後も２年生までは、制約の多い学校生活を送り、思い悩む日々もあっ

たのではないでしょうか。しかし、そのような状況にもかかわらず、皆

さんは勇猛精進することで困難に打ち勝ってきました。そして、このた

び卒業式を立派に迎えたわけですから、自分を大いに褒めてあげていい

と思います。 

 さて、卒業生の皆さんは、これから変化の激しい、変化の予測がつき

にくい社会を生きていくことになります。そのような社会だからこそ努

力と忍耐が必要であることは言うまでもありません。そして、これから

皆さんが進んで行く道筋の途上で役に立つであろう言葉を贈ります。そ

れは、「あるべきようは」です。 

 平安時代から鎌倉時代初めの僧で明恵(みょうえ)上人という方がいま

した。紀伊に生まれ、文覚上人に師事し、１６歳で東大寺で受戒後、主

に華厳を学んだ僧です。法然上人の「選択本願念仏集」を批判したそう

ですから、浄土宗や時宗としてはあまり喜ばしい方ではありません。そ

れはさておき、明恵述とされる『明恵上人遺訓』に「人は阿留辺幾夜宇

和と云う七文字を持つべきなり。僧は僧のあるべき様、俗は俗のあるべ

き様なり。」という一説があります(もちろんまだ文は続きます)。これ

は、人それぞれの境遇・能力・職業などにおいて、その時その場におい

て「どのようにあるべきか」という本来あるべき理想像を自身に問いか

け、その答えに沿うように生きようという教えです。 

 縁や巡り合わせによって、いかようにも形が変わっていく人生であり

ますが、「あるべきようは」という問いかけを自らにすることで、縁や

巡り合わせに翻弄されることもありながら、最善の道を選べる人生と

なっていくことでしょう。 

 卒業生の皆さんの行く末に幸多かれと心から願っています。 

                                          （校長 林 学 先生より） 

 
 

 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 

ご卒業おめでとうございます！ 
 

 高校３年生の皆さん、ご卒業おめでとうございます！ 

 友人と過ごした笑顔あふれる瞬間、部活の試合で負けて涙する

ほど悔しかった時、逆に勝利して歓喜した時。藤嶺藤沢で過ごし

た６年間、３年間を振り返れば、様々な想いが去来するのではな

いでしょうか。いずれにせよこの藤嶺台でのかけがえのない時間

は卒業式をもって終了となります。 

 皆さんは新たな道を明日から歩み始めることとなりますが、本

校で経験したことは必ずや糧となり皆さんの歩みを支えてくれる

はずです。「勇猛精進」「質実剛健」という二つの校訓を新たな

場所でも忘れずにいてください。そうすれば、必ずや他人から認

められる存在になるはずです。新たなステージでも輝いてほしい

と心から願っております。 

           （高校教頭 香西 義之 先生より） 

                                       
「ご卒業おめでとうございます」 

 
 皆さんは、様々な制限のある学校生活を乗り越

え、特別な高校生活を経験しました。お互いがマスク

をし、顔半分が隠れながらの学校生活でコミュニケー

ションをとるのが難しい時期もあったと思います。し

かし、経験したことは将来どんな困難にも立ち向かう

力となることでしょう。 

 私は卒業生に贈る言葉として、いつも「笑顔忘れな

いで」としています。これからもいろいろなことがあ

るかもしれませんが、笑顔は自分もですが、周りの人

も優しい気持ちにしてくれます。ぜひ、優しい気持ち

で日々を過ごしてください。 

 これからの更なる飛躍を期待しています。応援して

います。    （養護教諭 古川 真理子 先生より） 

    

   
「ご卒業、おめでとうございます」 

 
 卒業生の皆さん、本を読みましょう。

物語（小説）を読みましょう。本の中には

とてもたくさんの、いろいろな人が存在し

ています。実在の人から架空の人まで。 

だから、きっと見つかります。自分を元気

にしてくれる「言葉」をくれたり、困った

ときや辛いときにもに寄り添ってくれる

「友人」が。 

 本をたくさん読んで、心の中にも友だち

をいっぱいつくって下さい。 

   （司書教諭 津久井 美江 先生より） 
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「素直な心を大切に」 
 
 高校３年生の皆さん、ご卒業おめでとうござ

います。藤嶺藤沢で過ごした３年間には、楽し

かったこと、嬉しかったこと、悔しかったこ

と、悲しかったこと、たくさんの思い出がある

と思います。１年生の頃は新型コロナの影響も

あり、行事や部活に思うように打ち込めない

日々だったように思います。それでも段々と活

気を取り戻してきた学校生活の中で、前年度の

経験が少ない中、全力で行事に取り組む姿はと

ても素敵でした。また保健室で見せてくれた正

直な、姿や感情は、養護教諭として接する中で

嬉しいことの一つでした。 

 卒業後も、他人との出会いを大切に充実した

毎日を過ごしてください。応援しています。 

      （養護教諭 田中 梨菜 先生より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

祝 卒業 
 
 私が高校を卒業した１９８５年は東西冷戦の

最中で、自分達の将来は人類全体の未来と同じ

く偶発的な核戦争であっという間に消し飛んで

しまうものだという暗い予感がありました。そ

れから数年間のうちに冷戦終結という劇的な変

化が訪れることは知る由もありませんでした。

諸君が卒業する今の世界は、再び暗い影に覆わ

れているように見せます。しかし悲観すること

なく、土壇場で人類は賢い選択をすることを信

じて、怖れることはなく、消極的にならず、自

分の人生をより良いものにできるよう勇猛精進

して下さい。諸君との授業は私の教員生活にお

いて最も幸せな温かい思い出の１つです。ご多

幸を祈ります。 

     （教務主任 古川 心平 先生より） 

編集後記 卒業生の皆様、これまで新聞部へのご協力
を頂き有難うございました。今後も「大銀杏」最新号
は学校ホームページへアップされますのでお読み頂け
ましたら幸いです。 



 

   

２
０
２
３
年
10
月
７
日

午
前
６
時
半
頃
、
パ
レ
ス

チ
ナ
自
治
区
の
ガ
ザ
地
区

を
実
効
支
配
す
る
イ
ス
ラ

ム
武
装
組
織
で
あ
る
ハ
マ

ス
は
イ
ス
ラ
エ
ル
に
奇
襲

を
仕
掛
け
た
。
ガ
ザ
地
区

の
地
元
当
局
に
よ
る
と
、

11
月
13
日
現
在
、
ガ
ザ
地

区
で
の
死
者
数
は
１
万
１

２
０
０
人
を
超
え
て
お

り
、
医
療
崩
壊
の
危
機
に

も
さ
ら
さ
れ
て
い
る
現
状

だ
と
い
う
。
パ
レ
ス
チ
ナ

と
イ
ス
ラ
エ
ル
は
ど
ん
な

国
な
の
か
。
な
ぜ
こ
の
よ

う
な
こ
と
が
起
こ
っ
て
し

ま
っ
た
の
か
。
今
回
は
こ

れ
ら
の
謎
を
解
き
明
か
し

て
い
く
。 

 

ま
ず
は
イ
ス
ラ
エ
ル
と

パ
レ
ス
チ
ナ
の
歴
史
に
つ

い
て
掘
り
下
げ
て
行
こ
う

と
思
う
。
イ
ス
ラ
エ
ル

は
、
皆
さ
ん
も
知
っ
て
い

る
通
り
、
ユ
ダ
ヤ
人
た
ち

に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
、
ユ

ダ
ヤ
人
た
ち
の
国
で
す
。

当
初
ユ
ダ
ヤ
人
の
祖
先
と

言
わ
れ
る
民
族
は
ペ
ル

シ
ャ
湾
の
近
く
に
あ
る
ウ

ル
と
い
う
別
の
場
所
に
住

ん
で
い
ま
し
た
。
こ
の
ユ

ダ
ヤ
人
の
祖
先
は
紀
元
前

19
世
紀(

今
か
ら
約
４
０

０
０
年
程
前)

か
ら
住
ん

で
い
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
ウ
ル
に
住
む
ユ
ダ
ヤ 

  

人
の
祖
先
た
ち
の
長
で

あ
っ
た
ア
ブ
ラ
ハ
ム
は
、

あ
る
日
、
カ
ナ
ン
へ
行
け

と
い
う
神
か
ら
の
お
告
げ

を
受
け
ま
す
。
こ
れ
を
受

け
、
ウ
ル
に
住
む
ユ
ダ
ヤ

人
た
ち
は
カ
ナ
ン
へ
と
移

動
し
て
い
き
ま
し
た
。 

 

紀
元
前
17
世
紀
に
な
る

と
、
カ
ナ
ン
で
飢
饉
が
起

こ
り
ま
す
。
飢
饉
か
ら
逃

れ
る
た
め
、
カ
ナ
ン
で
暮

ら
す
人
々
は
エ
ジ
プ
ト
に

移
動
す
る
事
に
な
り
ま

す
。
し
か
し
、
奴
隷
と
し

て
扱
わ
れ
て
、
強
制
労
働

を
強
い
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
れ
が
４
０
０
年
程
続
い

た
後
、
モ
ー
セ
に
よ
っ
て

ユ
ダ
ヤ
人
た
ち
は
奴
隷
生

活
か
ら
解
放
さ
れ
ま
す
。

聖
書
に
よ
る
と
、
こ
の

モ
ー
セ
と
い
う
人
物
は
ユ

ダ
ヤ
の
人
々
を
エ
ジ
プ
ト

か
ら
逃
し
、
先
祖
か
ら
イ

ス
ラ
エ
ル
の
地
に
戻
す
た

め
神
か
ら
選
ば
れ
た
人
。

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

モ
ー
セ
に
よ
っ
て
奴
隷

生
活
か
ら
逃
れ
た
ユ
ダ
ヤ

人
は
、
元
い
た
カ
ナ
ン
の

地
に
イ
ス
ラ
エ
ル
国
を
作

り
ま
し
た
。
で
す
が
、
後

に
ロ
ー
マ
帝
国
、
オ
ス
マ

ン
帝
国
な
ど
の
国
に
侵
略

さ
れ
、
国
は
お
ろ
か
、
ユ

ダ
ヤ
人
は
ま
た
も
や
奴
隷

生
活
を
強
い
ら
れ
る
事
に

な
っ
て
し
ま
い
、
各
地
に

分
散
し
て
し
ま
い
ま
す
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
移
住
し
た

ユ
ダ
ヤ
人
た
ち
の
多
く

は
、
金
融
業
に
勤
め
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
金
融
業

は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
い
や
ら

し
い
職
業
と
さ
れ
て
い
た

た
め
、
そ
の
職
業
に
就
こ

う
と
す
る
人
は
多
く
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
け
れ

ど
、
そ
の
職
業
に
就
い
た

ユ
ダ
ヤ
人
た
ち
は
、
後
々

大
金
持
ち
に
な
っ
て
い
き

ま
す
。 

 

そ
し
て
月
日
が
た
ち
、

世
界
は
第
一
次
世
界
大
戦

に
突
入
し
て
い
き
ま
す
。

こ
こ
か
ら
イ
ギ
リ
ス
Ｇ
Ｂ

も
関
係
し
て
い
き
ま
す
。

当
時
、
今
の
パ
レ
ス
チ
ナ

Ｐ
Ｓ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
Ｉ
Ｌ

に
当
た
る
地
域
は
イ
ギ
リ

ス
領
に
変
わ
っ
て
い
ま
し

た
。
イ
ギ
リ
ス
Ｇ
Ｂ
は
ユ

ダ
ヤ
人
た
ち
に
、
戦
い
に

協
力
し
て
く
れ
れ
ば
「
ユ

ダ
ヤ
人
た
ち
の
国
を
作
っ

て
あ
げ
よ
う
」
と
提
案
し

ま
し
た
。(

バ
ル
フ
ォ
ア
宣

言)

で
す
が
、
こ
の
話
は
そ

の
地
域
に
住
む
ア
ラ
ブ
人

た
ち
に
も
持
ち
か
け
ら

れ
、
「
戦
い
に
協
力
し
て

く
れ
れ
ば
、
ア
ラ
ブ
人
た

ち
の
国
を
作
ろ
う
」
と
提

案
し
ま
し
た
。(

フ
セ
イ
ン

マ
ク
マ
ホ
ン
協
定)

完
全
に

話
が
矛
盾
し
て
い
ま
す
。

し
か
も
そ
れ
だ
け
で
な

く
、
フ
ラ
ン
ス
Ｆ
Ｒ
に

も
、
「
戦
い

に
協
力
し
て

く
れ
れ
ば
相

手
か
ら
奪
っ

た
土
地
を
分

け
よ
う
」
と

い
う
提
案
し

ま

し

た
。

(

サ
イ
ク
ス

ピ
コ
協
定)

こ
れ
が
世
界

史
で
も
有
名

な
「
三
枚
舌

外
交
」
と
い

う
も
の
で
、

の
ち
に
パ
レ

ス

チ

ナ

を

巡
っ
て
ア
ラ

ブ
人
と
ユ
ダ

ヤ
人
が
対
立

す
る
原
因
と

な

り

ま

し

た
。 

 

そ
し
て
時
は
第
二
次
世

界
大
戦
。
ヒ
ト
ラ
ー
の
ユ

ダ
ヤ
人
弾
圧
政
策
か
ら
逃

れ
て
き
た
ユ
ダ
ヤ
人
が
パ

レ
ス
チ
ナ
の
方
に
流
入

し
、
ア
ラ
ブ
人
と
ユ
ダ
ヤ

人
は
た
び
た
び
争
う
よ
う

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

後
に
国
際
連
合
が
新
し
く

設
立
さ
れ
、
国
連
内
で
は

こ
れ
ま
で
自
分
の
国
を
持

た
ず
、
長
い
間
奴
隷
生
活

や
強
制
労
働
を
強
い
ら
れ

て
き
た
ユ
ダ
ヤ
人
に
、
同

情
が
集
ま
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
し
て
結
果
的
に
、

パ
レ
ス
チ
ナ
を
分
割
し
て

ユ
ダ
ヤ
人
の
国
を
作
っ
て

あ
げ
よ
う
と
い
う
話
に
な

り
ま
す
。
後
に
下
さ
れ
た

命
令
は
、
こ
う
い
う
内
容

で
し
た
。
「
パ
レ
ス
チ
ナ

の
領
土
の
う
ち
、
54
％
を

ユ
ダ
ヤ
人
の
土
地
に
、
46

％
を
ア
ラ
ブ
人
の
土
地
と

す
る
。
」
こ
れ
は
、
国
連

内
で
働
く
ユ
ダ
ヤ
人
た
ち

が
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
領
地
を

多
く
取
れ
る
よ
う
に
し
た

た
め
に
起
こ
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
た

ア
ラ
ブ
人
た
ち
は
憤
慨

し
、
た
び
た
び
ユ
ダ
ヤ
人

を
攻
撃
す
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
が
中
東
戦
争

の
始
ま
り
で
す
。
こ
の
戦

い
は
、
４
回
に
渡
っ
て
繰

り
返
さ
れ
ま
し
た
。
で
す

が
、
ア
メ
リ
カ
が
後
ろ
盾

と
な
っ
て
い
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
４
回
と
も
イ
ス

ラ
エ
ル
の
勝
利
に
終
わ
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
ア
ラ

ブ
人
と
ユ
ダ
ヤ
人
が
戦
い

で
は
な
く
話
し
合
い
を
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ

の
結
果
、
イ
ス
ラ
エ
ル
は

エ
ジ
プ
ト
か
ら
奪
っ
た
領

地
を
エ
ジ
プ
ト
に
返
還
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

(

オ
ス
ロ
合
意)

こ
れ
で
中

東
に
平
和
が
訪
れ
ま
し
た

が
、
平
和
は
そ
う
長
く
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

１
９
８
７
年
12
月
、
パ

レ
ス
チ
ナ
で
新
た
に
政
治

組
織
と
し
て
の
ハ
マ
ス
が

設
立
さ
れ
ま
す
。
ハ
マ
ス

は
こ
れ
ま
で
ガ
ザ
地
区
を

中
心
に
、
社
会
福
祉
活
動

を
行
っ
て
い
た
団
体
で
し

た
が
、
第
一
次
イ
ン
テ
ィ

フ
ァ
ー
ダ(

パ
レ
ス
チ
ナ
住

民
に
よ
る
大
規
模
な
民
衆

蜂
起)

の
発
生
を
受
け
て
、

武
装
組
織
を
伴
っ
て
ハ
マ

ス
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
以
来
、
ハ
マ
ス
は
イ

ス
ラ
エ
ル
に
対
し
、
た
び

た
び
問
題
を
起
こ
す
よ
う

に
な
り
ま
す
。
２
０
０
０

年
代
、
第
二
次
イ
ン
テ
ィ

フ
ァ
ー
ダ
が
起
こ
り
、
ハ

マ
ス
は
大
規
模
な
爆
破
攻

撃
を
実
行
し
ま
す
。
こ
れ

に
対
し
、
ハ
マ
ス
は
テ
ロ

組
織
と
し
て
イ
ス
ラ
エ
ル

か
ら
強
く
非
難
を
受
け
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
の

一
方
で
、
２
０
０
０
年
代

中
頃
に
な
る
と
、
政
治
部

門
の
勢
い
も
強
く
な
り
、

２
０
０
６
年
に
は
、
ハ
マ

ス
の
政
党
が
過
半
数
の
議

席
を
獲
得
し
、
選
挙
に
勝

利
し
ま
す
。
し
か
し
、
当

時
の
大
統
領
で
あ
っ
た

ア
ッ
バ
ー
ス
議
長
は
国
会

を
閉
会
し
ま
す
。
こ
れ
に

対
し
ハ
マ
ス
は
激
怒
し
、

武
力
を
行
使
し
て
ガ
ザ
地

区
を
乗
っ
取
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
そ
う
し
て
現
在

の
ガ
ザ
地
区
が
生
ま
れ
た

わ
け
で
す
。
今
ま
で
ガ
ザ

に
よ
る
攻
撃
に
頭
を
悩
ま

せ
て
い
た
イ
ス
ラ
エ
ル
で

し
た
が
、
つ
い
に
堪
忍
袋

が
切
れ
た
の
か
、
諸
外
国

か
ら
や
り
す
ぎ
だ
と
批
判

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

【
古
谷
】 

２
０
２
３
年 

10
月
７
日 

ハ
マ
ス
が
イ
ス

ラ
エ
ル
に
奇
襲
を
仕
掛
け

る 10
月
９
日 

イ
ス
ラ
エ
ル
、

ハ
マ
ス
に
対
す
る
報
復
と

し
て
、
ガ
ザ
地
区
へ
の
攻

撃
を
開
始
す
る 

12
月
10

日 

Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
テ

ド
ロ
ス
事
務
局
長
が
安
保

理
で
ハ
マ
ス
と
イ
ス
ラ
エ

ル
の
即
時
停
戦
を
求
め
る

が
否
決
さ
れ
る 

２
０
２
４
年 

１
月
11

日 

南
ア
が
イ
ス

ラ
エ
ル
に
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド

(

集
団
虐
殺)

を
行
っ
た
と

し
て
訴
え
る 

１
月
23

日 

イ
ス
ラ
エ
ル

が
ハ
マ
ス
へ
人
質
解
放
と

引
き
換
え
に
２
ヶ
月
の
停

戦
を
提
案 

 

参
考:

｢

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
パ
レ

ス
チ
ナ
子
ど
も
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン｣

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト 

 
 

  

 
 

 
 

 

12
月
11
日
本
校
第 

一
応
接
室
に
て
第
７
回

中
高
生
Ｐ
Ｈ
Ｐ
作
文
甲

子
園(

Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
主

催)

の
表
彰
が
、
Ｐ
Ｈ
Ｐ

編
集
長
丹
所
千
佳
氏
か

ら
本
校
中
学
３
年
生
中

田

敬

悟

君

に

行

わ

れ

た
。
表
彰
後
中
田
先
輩

に
話
し
を
伺
っ
た
。 

    

村
瀨
：
一
番
表
現
し
た 

か
っ
た
事
は
何
で
す
か 

中
田
先
輩:

｢

苦
労
す
れ

ば
報
わ
れ
る｣

で
す
。 

村:
｢

人
生
で
一
番
の
出

来
事｣

と
い
う
テ
ー
マ
で

気
を
付
け
た
こ
と
は
？ 

中:

一
番
新
し
い
思
い
出

ス
キ
ー
教
室
を
題
材
に

し
ま
し
た
。 

村:

受
賞
の
気
持
ち
は
。 

中:

驚
き
ま
し
た
。 

村:

私
た
ち
後
輩
に
作
文

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
…
。 

中:

ま
と
め
を
作
ら
な
い

こ
と
。
話
し
を
無
理
や

り
ま
と
め
な
い
こ
と
。 

村:

今
後
の
目
標
は
？ 

中
：
将
来
は
数
学
の
教

員
を
目
指
し
て
い
て
、

藤
嶺
藤
沢
に
戻
っ
て
き

た
い
。
成
績
が
伸
び
た

ら
薬
剤
師
等
の
目
標
が

あ
り
そ
れ
ら
を
目
指
し

て
い
ま
す
。 

 

受
賞
し
た
中
田
先
輩

の
お
話
を
伺
っ
て
、
今

後
の
目
標
が
し
っ
か
り

し
て
い
て
凄
い
と
思
い

ま
し
た
。 

 

【
村
瀨 

 
 
 
  

写
真:

石
﨑
】 

 ２ 行事／国際／コラム 

 

12

月

14

日
、
本
校

講
堂
に
て
第
52
回
校
内

弁

論

大

会

決

勝
（
高

校
）
が
行
わ
れ
た
。
書

類
審
査
、
予
選
会
を
勝

ち
抜
い
た
６
名
は
自
筆

の
原
稿
を
も
と
に
熱
弁

を
振
る
っ
た
。 

 

結
果
は
最
優
秀
賞
に

｢

排
除
で
は
な
く
共
生 

        

を｣

主
張
し
た
林
滉
大

君(

１
Ｄ)

、
優
秀
賞
に

長
谷
川
望
人
君(

１
Ｂ)

｢

媒
体
よ
り
内
容
を｣

、

藤
井
佳
希
君(

１
Ｂ)

｢

制
服
は
本
当
に
必
要

か｣

、
入
賞
に
荒
井
葵

君(

３
Ｄ)｢

災
害
大
国

で
生
き
る
私
た
ち｣

が

輝
い
た
。
生
徒
投
票
に

よ
る
特
別
賞
は
藤
井
佳

希
君
に
贈
ら
れ
た
。 

 
 
 
 
 

【
古
谷
】 

               
 

 

前
号
に
続
き
『｢
ジ
ョ
ジ
ョ

の
奇
妙
な
冒
険
」
で
英
語
を

学
ぶ
ッ
！
！
』
を
伝
え
た

い
。
注
目
は
「
こ
の
社
会
の

あ
り
方
と
ナ
プ
キ
ン
を
最
初

に
取
れ
る
者
は
、
不
運
さ
え

も
味
方
に
す
る
『
真
の
力(

パ

ワ
ー)

』
を
手
に
入
れ
る
こ
と 

  

が
で
き
る
の
で
、
自
分
が
そ

の
よ
う
な
人
間
に
な
る
と
い

う
ブ
ァ
レ
ン
タ
イ
ン
大
統
領

の
気
概
を
表
し
て
い
る｣

こ
の

テ
キ
ス
ト
の
本
文
で
あ
る
。

今
回
は
こ
の
箇
所
の
英
文
と

日
本
語
訳
を
読
者
の
皆
さ
ん

に
伝
え
た
い
。 
【
川
村
】 

Valentine: Let's suppose... you are seated at this table, and you 
    see napkins in front of you on both sides. Which  
    nakin would you pick up? The one on your left, or  
    the one on the right? 
    Which one? The napkin on the ‘left' or on the ‘right’? 
  Lucy: Usually... the ‘left’, I suppose...  
Valentine: Hmm... That's also correct. 
    But not in this "society', or should I say, not in this         
    'universe'. 
  Lucy: ...Universe? 
Valentine: The answer is, to follow the "first" one who picked     
    up a napkin. 
    If the person picks up the napkin on his right, the  
    rest would have no choice but to take the ones on  
    their 'right'. If left, the rest would have to take the  
    ones on their left side. That's what a 'society' is. 
    Who determines the price of a piece of land? There  
    must have been someone who first determined the  
    value of money. Who did that? What about the size  
    of train rails, or the standard of electricity? 
    What about laws and regulations? 
    Who decided all these things? 
Valentine: Did they go for a vote 
    under majority rule? Or, could it have been free com 
    petition? 
    No! It was the one who first grabbed the napkin who   
    determined the rules! 

 
大統領：たとえ話で/君はこのテーブルに座った時...ナプキンが目の前 

    にあるが...君はどちら側のナプキンを手に取る？向かって 

    「左」か？「右」か？左側のナプキンかね？それとも右側のナ 

    プキンかね？ 

ルーシー：普通は 「左」でしょうか 

大統領：フム...それも「正解」だ  だがこの「社会」においては違う 

    「宇宙」においてもと言い換えていいだろう 

ルージー：宇宙？？ 

大統領：正解は『最初に取った者」に従う...だ 

    誰かが最初に右のナプキンを取ったら全員が「右」を取らざる 

    を得ないもし左なら全員が左側のナプキンだ。そうせざるを得 

    ないこれが「社会」だ...「最初に取った者」に従う土地の値 

    段は一体誰が最初に決めている？ 

    お金の価値を最初に決めている者がいるは 

    すだ。それは誰だ？列車のレールのサイズ 

    や電気の規格は？ 

    そして法令や法律は？一体誰が最初に決め 

    ている？ 

大統領：民主主義だから みんなで決めてるか？ 

    それとも自由競争か？ 

  違うッ！！ナブキンを取れる者が決めている！ 

（P.48.－P.50.から引用） 

左から荒井葵君、林滉大君、長谷川望人君、藤井佳希君 

左：生徒会役員による運営の様子 右：弁論の様子(f藤井君) 

林校長よりトロフィーと副賞

を授与される 

最優秀賞の林滉大君 

 
 

 

全
国
の
小
中
学
生
が
い
じ

め
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
う

サ
ミ
ッ
ト
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
本
校
か
ら
中
３
生
３
名

が
参
加
し
ま
し
た(

全
国
都
道

府
県
、
政
令
指
定
都
市
代
表 

64
校
、
小
学
生
24
名
、
中
学 

 

  

生
１
１
１
名
、
文
部
科
学
省

主
催)

。
午
前
、
い
じ
め
防
止

の
ポ
ス
タ
ー
発
表
が
行
わ
れ

(

写
真
㊤)

、
午
後
に
は
景
井

ひ
な
氏(

写
真
㊦)

か
ら
い
じ

め
の
経
験
の
お
話
が
あ
り
、

グ
ル
ー
プ
協
議
も
行
わ
れ
ま

し
た
。
参
加
者
は｢

い
じ
め
問

題
に
つ
い
て
考

え
ら
れ
、
全
国

各
地
域
か
ら
の

参
加
者
の
意
見

を
聞
く
こ
と
が

で
き
た｣

と
語
っ

て
い
た
。 

 

お
知
ら
せ
で
す
。
来

る
３
月
10
日
、
藤
沢

Ｆ
プ
レ
イ
ス
に
て
第

３
回
湘
南
中
国
語
ス

ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

が
開
催
さ
れ
る
。
高

１
生
希
望
者
が
出
場

予
定
。
次
号
で
当
日

の
様
子
を

レ
ポ
ー
ト

し
た
い
。 

【
川
村
】 

 

12

月
７
日
、
ニ
ュ
ー

ジ

ー

ラ

ン

ドT
a
ur
an
ga 

B
o
ys’

 
C
ol
le
ge

の
先
生

方
、
中
高
生

20

名
が
来

校

し

た
。
マ

オ

リ
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
文
化

の
ハ
カ
が
タ
ウ
ラ
ン
ガ
生

徒
か
ら
披
露
さ
れ
て
、
本

校
吹
奏
楽
部
、
ま
た
中
学

有
志
が
和
太
鼓
を
演
奏
し

て
歓
迎
し
た
。
【
石
﨑
】 


